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グローバルファシリテーター育成塾
～新渡戸稲造に学ぶグローバル人材～

グローバルファシリテーター育成塾の受講を歓迎します。
拓殖大学総長・国際協力研究機構長

渡辺利夫
　グローバル人材育成が急務です。グローバリゼーションが、とめどもない世界の潮流と
なった現代、この潮流に勇気をもって乗る気概が不可欠です。
　この新しい塾は、副題に本学の第2代学監であった新渡戸稲造の名を掲げています。新渡
戸の世界に対する見方・実践を学ぶとともに、本学の建学以来の理念を踏まえた現代のグローバリストを育成します。
　グローバル人材とは、無国籍な人間のことではありません。むしろ世界がグローバル化すればするほど、自国の言
語、歴史、文化的伝統に深い理解と愛情が必要となります。自らのアイデンティティに誇りと愛着をもってこそ、真のグ
ローバリストとして世界に通用します。
　高い志をもった学生諸君の受講を心から待っています。

　“グローバルファシリテーター ”とは、拓殖大学の校歌にある「人種の色と地の境　我が立つ前に差別なし」といっ
た視点を持ち、建学の精神に基づいた「地の塩」となって貢献しうる人材のことを言う。つまり、グローバル化する
世界において通用するモノの見方と倫理観を持ち合わせながら、現場におもむき、耳を傾け、しっかりと声をひろっ
て問題を解決していこう、よりよい社会を形成していこうという気概をもった人材のことを言う。
　このことは、まさに新渡戸稲造の考え方・生き方と重なってくるものである。

　① ビジネス分野　
〜�カルロス・ゴーン氏がCEO（最高経営責任者）に就き、日産をV字回復させていった背景には、社内に1000人
以上ものファシリテーターを育成し、組織改革を進めていったからだとも言われています。

　② 教育分野　
〜�新学習指導要領で謳われている「思考力・判断力・表現力等の育成の重視」では、参加型の手法を活用した授業
形態が求められ、教師にはファシリテーター的な資質が必要となってきます。

　③ 地域・コミュニティ　
〜�復興支援や地方創成など、新たなまちづくりをおこしていくプロセスにおいて、多様なステークホルダーの意見
を取りまとめていくファシリテーターの存在は欠かせません。

　④ 国際協力分野　
〜�現地の人に寄り添い、きちんとニーズを掘り起こすため、現場では住民参加型の手法がとられています。そこで
必要とされ、活躍しているのがまさにファシリテーターです。
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新渡戸稲造に学ぶグローバルファシリテーターの哲学

今、ファシリテーターが必要とされている！
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